
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

日 本動物学会第 33 回大会講演要旨 397

ら独立 し た が，そ の 差異は 僅 小 で ， 腹 側皮 鰓 の 有無

に よ っ て 区別 され る 。 本属 は 3 種 を含 む が 邦産は
一

種 で あ る 。
Certonardoa は ATa　rdoa と 同 様 に 未だ

叉蕀 の 存在が報告さ れ て い な い
。 著者 は あか ひ とで

に お い て 大分県産及び富山湾産 の 相 当数に 叉棘の 存

rtを確認 し た。こ の 事は 同属の 分類 上 の 位 置を きめ

る手掛 りを与え，近縁 属 ，
N’

arcissia と の 類縁 を 示

竣 す る もの で あ る。

　ま た 小 木臨海実験所産 の 同種 の
一

個体 （R65mm ）

に 雌雄 同体 の もの を観察 し た 。 そ れ は 雄 の
一

腕 の 間

輻 に 近い 片側 に 2個 の 卵巣 を持 っ た もの で ， 肉眼的

に そ の 色彩 と 形態 か ら容易 に 判 別で き る 。 精巣 は 薄

黄笹色 で あ り，卵巣 は 赤朱色 を示 し て い る。検鏡 し

た 結果精巣 の 一部が 殆 ん ど完全 に 雌 化 し た もの と 考

え られ る 。
こ の よ うな性の 転換 は そ の 後調 ら べ た 限

りで は 生長期 と関係 が な い よ 5 に 思 われ る が ， 各地

産 の もの に つ い て 留意が必要で あ る 。

カ ワ コ ザラ の 分類

稲 　　葉　　明　　彦

（広島大 ・理 ・向島臨海）

　カ ワ コ ザ ラ は 各 地 の 淡水域 に 分布す る小 形の 基眼

有 肺類で ，永 い 間 Anc γlus　sp ．又 は Ferrissia　sp ．

と し て 放置され て い た が 1947年黒 田 に よ り　Preta 。

曜 y’μ 5 （Laevapex ） nippanicus と 命 名 さ れ ，現 在

上 記名或 い は 　Ferrissia　（LaevaPex ） niPPonica

が 用 い られ て い る 。

　最近米国及 び 欧洲産 Ancilidae 　5 種 の 染色体が

明 か に され ， Ferrissiaは 30（n ），　 Ancytus　60（n ）

Rhedacmea 　15（n ），
　 LaevaPex は 17（n ）で あ る こ

とが判 っ た 。 ま た 著者 は 本邦種の 染 色体 が 米 国 産

LaevaPex （＝ Fe ・ ri・・i・ （Laev ・pex ）〕fUSCUSと同

じ く n ＝ 17で あ る こ と を知 っ た。 こ れ 等の 結果 か ら

LaevaPex が 他の 3 属 とは 基数を 異 に す る系列の も

の で あ る こ と は明か で あ る。 こ の こ と を　Thiele

（1931），nlch （1959）の 分類体系 と あわ せ て 検討 し た

結果 ，
Aneylidae の 分類系統 は 全面的に 組変 え る必

要が ある と い う結論 に 達 した 。 ま た カ ワ コ ザ ラ の 学

名 と し て は 1．aevaP8x 　niPPonicus （Kuroda ，
！947 ）

を用 い る こ と を提唱す る 。

ユ リヤ 貝の 生体tcつ い て

川 口 　四郎 ・弥益　輝 文

　 （岡山大 ・理 ・生 ）

　タ マ ノ ミ ド リガ イ が王野臨海実験所附近か ら報 告

さ れ て か ら，ユ リ ヤ 貝 も同 じ よ うな腹足類の もの で

あ ろ う と考え られ る よ うに な っ た 。
こ の 貝 は 殻 の み

が 南 日 本各地 か ら知 られ て い た 。

一一
昨年 か ら生体 を

探 し求 め て い た が ，本年 5 月や っ と ， 萩市見島 か ら

と れ た 。 左殻頂 に 幼殻 を つ け て い る こ とは ，
タ マ ノ

ミ ドリガ イ と 同 じ で あ る が，幼 殻 は ， や や 小 さ く，

薄 い 。 生体で は 殻 は ， や や 褐 色 を 帯 び た濃緑 色 で あ

る 。 生 体は タ マ ノ ミ ド リガ イの そ れ に よ く似 て い て

同類 で あ る こ と がわ か る 。 し か し，細部 で は ， か な

りの 差 があ る 。

　棲息場所 は ， 海岸 の 低 潮線下 か ら数m の 深 さ に あ

る 岩上 K 繁 る ， 緑藻 の
一・mpア ミ モ ヨ ウ の 上 で あ る。

卵 は 小 さ く，発 生 は ， タ マ ノ ミ ド リガ イ と 異 り， 自

由生活時代が あ る 。 こ の た め に ， 本年 は ，発生経 過

を明か に す る こ とが で きな か っ た 。

日本産 顛足類 相に新加入 の種 につ い て

滝

（広島大 ・水畜産）

（1） Idio‘t・Pus　gracitipes　TAKI
・

n ・9・n ・et
　
sp ・

テ ナ ガ ヤ ワ ラ ダ コ 。銚 子沖産 ，全長約 200 皿 皿 ，套

約54皿 m
， 亜寒天 質で 半 透 明 ， 腕 は 側扁 し 吸 盤 は 1

列，交接腕 （右 3 ） の 舌状片は糸 状 ， 外套開 ロ は 2

部分 に 分 か れ ， 歯舌 の 中央歯 は 9 歯尖， 第 1 側歯 は

6 歯尖，第 2 側歯は 7歯 尖 を有する 。
Tribus 　Boli−

taenacea 　に二　Bolitaenidae ，　Idioctopodidae 　（n ・

fam．），
　 Amphitretidac の 3 科を取 め る。

（2｝　HaPαloctoPus　olbidus 　TAKI ，　 n ．　 gen ．　 et
　
sp ．

ヤ ワ ハ ダ ダ コ
。 土 佐足摺岬沖産。全長 115皿 皿 ．套

長36mm ． 腕 は 細 く短 く吸 盤 は 小形 で ，全表面 は 軟

か い 皮下組織 で 被わ れ 体 表 は 白味が か っ て い る 。

〔3） Opi ・th・teuthis （τ・・tthidiscus ）j・P ・ ni ・π TAKI
・

n ．sp ．セ ン ベ イ ダコ 。 和歌 山 県南部沖産 。 右第 1 腕

長 100皿 皿 ，メ ン ダ コ に 比 べ る と体は 最 平で O ・ptutO・

o ．　Per・ePh ・ ne ，
α 癬 師 ・ と は 傘 膜 の 深 さ・背歃

骨 ， 鰓 葉数，鰭の 形 と位置 で 区別 し うる 。
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